
横芝光町 議会だより

　

こ
の
要
望
書
は
、
6
月
16

日
に
行
わ
れ
た
議
会
議
員
全

員
協
議
会
で
、
町
執
行
部
と

全
議
員
15
人
が
町
の
存
亡
に

係
る
大
問
題
と
捉
え
た
中
で

一
致
団
結
し
、
ま
と
め
た
四

　
「
成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
案
」
に
関
す
る
要
望
書

を
、
町
議
会
正
副
議
長
、
空
港
対
策
協
議
会
正
副
会
長
と
町

執
行
部
、
町
長
・
副
町
長
、
企
画
財
政
課
長
、
空
港
・
地
域

振
興
室
長
と
共
に
、
６
月
26
日
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
の

夏
目
誠
社
長
へ
提
出
致
し
ま
し
た
。

項
目
で
す
。

　

夏
目
社
長
は
、

「
町
を
代
表
す

る
皆
様
方
の
ご

要
望
を
重
く
受

け
止
め
た
い
。」

と
応
じ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
石
井

啓
一
国
土
交
通

大
臣
と
、
森
田

健
作
千
葉
県
知

事
へ
も
同
一
の

要
望
書
を
、
同

日
提
出
致
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
横
芝

光
町
の
存
亡
に
か
か
る
こ

の
問
題
を
、
町
議
会
と
町

執
行
部
が
一
丸
と
な
り
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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要
望
書

一
．
平
成
29
年
６
月
12
日
開
催
の
成
田
空
港
に

関
す
る
※
四
者
協
議
会
で
提
案
さ
れ
た
案
、

特
に
夜
間
飛
行
制
限
の
緩
和
に
関
す
る
修
正

案
に
つ
い
て
、
従
来
に
も
増
し
て
騒
音
地
域

住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
双
方
向
で
の
対
話
を
続
け
ら
れ
た
い
こ

と
。

二
．
新
空
港
建
設
に
匹
敵
す
る
と
ま
で
言
わ
れ

る
新
Ｃ
滑
走
路
建
設
に
関
し
て
、
騒
音
直
下

対
策
と
し
て
、
住
民
目
線
に
立
っ
た
抜
本
的

な
環
境
対
策
を
施
さ
れ
た
い
こ
と
。

三
．
す
で
に
横
芝
光
町
長
名
で
「
成
田
空
港
の

更
な
る
機
能
強
化
案
に
係
る
地
域
振
興
策
の

要
望
に
つ
い
て
」（
平
成
29
年
２
月
６
日
付
け

横
企
第
８
７
５
号
）
を
提
出
し
て
い
る
が
、

空
港
周
辺
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
に
向
け

て
、
地
域
振
興
策
の
柱
を
早
期
に
示
さ
れ
た

い
こ
と
。

四
．
今
後
の
地
域
づ
く
り
と
均
衡
あ
る
発
展
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
財
源
で
あ
る
周
辺
対

策
交
付
金
に
つ
い
て
、
交
付
額
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
交
付
額
を
早
期
に
示
さ
れ
た

い
こ
と
。

「
地
域
振
興
策
提
示
」
を

　
       

国
と
県
、
Ｎ
Ａ
Ａ
に
要
望

※四者協議会（国・千葉県・横芝光町を含む空港周辺９市町・成田国際空港㈱で組織）

副
議
長

　
齋
藤
順
一

議　

長
　
川
島
勝
美

就任のごあいさつ
　私たちは、去る５月議会臨時会におきまして、議員各位のご推

挙をいただき議長・副議長の職に就任いたしました。誠に身に余

る光栄であり、その重責に身を引き締め、職責を全うしていきたい

と考えております。

　これからも、町民による、町民のための議会であることを深く

認識し、さらに「発展ある町づくり議会」を目指し精進いたしま

すので、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。


